
｜視点｜国連のグローバルな目標を達成するには脱中央集権が必要だ（ヨセフ・ベン・メ

イル ハイアトラス財団理事長） 

 

【マラケシュ IDN＝ヨセフ・ベン・メイル】 

 

国連の持続可能な開発目標（SDGs）は、きわめて大胆な普遍性を持っており、誠実な目標

とともに世界的に関連ある問題に対処しようとするものである。根本的に良いものを提供

しているが目標には根本的な問題がある。目標は処方箋を欠いている。地元の人々の参加

という、持続可能性の実現にとって必要不可欠だと思われるような内容すら、明確には盛

り込めていない。 

 

関連して言えば、１７項目の SDGs が選ばれたプロセス自体が、世界の地域社会が表明し

たニーズ全体を反映したものではなかった。結果として、SDGs が生活改善を支援する対象

となる人々は、ほとんど SDGs の存在そのものを知ることがなく、同時に、１７項目を行

動のための有益なガイドとして利用するために、彼らは力を与えられる必要があるのであ

る。 

 

SDGs のもつ性格は、部分的には、パンデミックを含め、非常に広い文脈において世界的に

適用可能なところにある。我々の文化が無限のバリエーションを持っていることを考えれ
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ば、あらゆる状況において適切かつ効果的なアプ

ローチを処方することなど不可能だ。しかし、達

成の手段に関する何らかの指示がない限り、

SDGs は、行動可能な目標ではなく、人心から離

れたビジョンと堕してしまうかもしれない。 

 

SDGs の履行を進めるために、各国は、地域の特

性や個別の目標を超えるようなアプローチを考

え出さねばならない。SDGs はグローバルかつ普

遍的なものである一方で、地域レベルで実行され

るものだ。したがって、意思決定と、受益者に対

する管理を脱中央集権化することで、持続可能な

発展につながる文化横断的な主要な要素を後押しすることになるのだ。すなわち、人々の

参加ということである。 

 

SDGs は、地域が主導した研究やデータ取集を含め、地域の実情に適応可能なものでなけれ

ばいけない。これが、文化や政治、環境の多様さを認めることになる。そうした民族的な

方法論や参加型研究は、人々自身の観点から地域の状況を浮き彫りにすることになる。こ

の集団的分析プロセスを通じて、地域の人々は、自らが主張する直接的なニーズを超える

実行可能なプロジェクトを見出すために、より強力な立場を得ることになる。 

 

この目標のもつ普遍性は、一般的に言ってポジティブなものだ。人々は、生活の全ての側

面に触れ、地域のもつ理想を反映させることができるのだから、自分たちの声が SDGs に

盛り込まれていると見ることができるのである。しかし、だからと言って、SDGs によって

やる気が出たり、あるいは、SDGs は行動可能な枠組みであると人々が積極的に考えること

を意味しない。彼らが、SDGs の実行のために一肌脱ごうとやる気を出せるかどうかは、目

標のデザインと策定そのものにどの程度参加できたかにかかっているからだ。 

 

要するに、人々が自分自身の原則がそこに反映されていることを見て取ることができるよ

うに、ある程度までは、幅広い目標が採択されているのである。しかし、また別の人々に

とっては、概念の立て方が問題となる。目標への感情的なつながりが欠けていることで、

応用された指標として SDGs を使うことが妨げられるのだ。SDGsは、世界全体で公的にそ

れを受け入れさせようとするのであれば、地元の参加によってその概念が実行され、さら

には「概念の読み替え」が行われたときに、最も深い意味で受け止められたということが

できる。 
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SDGs の国別の実施を支援すべく国連

が促進できるかもしれないもうひとつ

の導きの糸は、単一の開発プロジェク

トによって複数の目標を促進すること

だ。そうした例をモロッコに見ること

ができるが、同時にまたそれは、世界

全体の社会経済や環境の現状を示すも

のでもある。 

 

多くの社会や文化においては、果樹農

業は伝統的に男性の生産領域だとされ

てきた。残念なことに、農業が女性の完全な参加なしになされた際は、収入と利益が男性

の手にのみ握られ、女性識字率や成長機会の向上などの間接的な利益は満たされないまま

になる。 

 

従って、自信や自尊心をつけさせ、変化に向けた農業に関する考えを発展させるなどの能

力強化を含め、女性を初めからプロセスに統合することで、ジェンダー平等（SDGs第５目

標）だけではなく、強化された食料安全保障（第２目標）、適用可能な水・環境管理システ

ム（第６目標）、教育（第４目標）、人間らしい労働と経済成長（第８目標）、責任感のある

消費と生産（第１２目標）、貧困の削減（第１目標）にも資することになる。 

 

実際、持続可能な開発は、複数のニーズや関心が満たされ、民衆を生きながらえさせ利益

を与えるイニシアチブをバランスよく促進する程度に依存している。国連はしたがって、

どの地元や地域におけるプロジェクトによっても、広範な成果を達成するために多面的な

開発を常に是認し、そのことによって、単に SDGs を達成するだけではなく、成功の基礎

そのものを構築しなくてはならない。 

 

１７項目の SDGs が、地球上のどの社会や国においても意味をもつのと同じく、その履行

に向けた原則についてもそうである。SDGs の達成が求められる際にはいつでも、開発への

人々の参加が強調されねばならない。世界の民衆が成長の道筋を決める。従って、脱中央

集権化が、なんらかの形や程度において、全ての場所で必要となってくる。 

 

最後に、地域のニーズを満たすパートナーシップが成長を促進するならば、より大きな利

益がもたらされるであろうし、より多くの集団がその継続を強く望むことであろう。SDGs

とその象徴あるいは前文がものを言うことであろう。そうすることで、SDGs は、私たちが
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集団的に向かうべき方向だけではなく、そこに向

かう方法をいかにして考えるべきかを体現する

ものとなろう。それは SDGs そのものの指標とな

るもの、あるいは、SDGs に即応するものとなろ

う。しかし、どこへ行くか、何をするかだけでは

十分ではない。それぞれの人間集団にとって意義

のある形で「どうやるか」ということがなければ、

エネルギーは湧いてこないのである 。
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